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情報発信の基本となる日医工５つのビジョン



1

シンボルマークについて
最初の文字「J」と最後の文字「I」に位置する二つの球体は、最初に行われる「開発」から機器の性能維
持に不可欠な最後の「メンテナンス」にいたるまでの全工程を意味している。そしてその二つの球を、無
限の可能性を記す「∞」で結び、当工業会の視野の大きさ、工業会会員の幅の広さ、さらに医療機器産業
の限りない希望を示している。色は積極的な活動を象徴するレッド、そして清潔感と調和のとれた理性を
象徴するグリーン。それを全体的に結びつけることで、工業会会員同士の連携や相乗効果も表現している。
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日本における最新の医療機器
情報とトレンドを伝える

[ 巻頭言 ]� �
令和初の春を迎えて 
― スマート「日医工」を目指しませんか ―
松本 謙一  一般社団法人 日本医療機器工業会 理事長

[ シリーズインタビュー ] 
医療機器産業の企業倫理・コンプライアンス 第1回
これから必須となるコンプライアンス重視の企業戦略
利益追求の時代からガバナンス重視の時代へ
三村 まり子 氏　西村あさひ法律事務所 弁護士

[ インタビュー ] 
日本医師会が発する税制改正要望を聞く
小玉 弘之 氏　公益社団法人日本医師会 常任理事

[ インタビュー ] 
国内R-SUD市場への期待と課題
「再製造ラッソー2515」がR-SUD承認第1号に

佐伯 広幸 氏　日本ストライカー株式会社 代表取締役社長　単回医療機器再製造推進協議会（JRSA）  副理事長

医機連創立35周年「医機連みらい戦略会議シンポジウム」が開催
テーマは「Society5.0を支える医療機器産業をめざして
～データ利活用について考える」

日医工「副理事長会議」が始動
新たな会議体組織『日医工ビジョンコミッティ』を牽引

2020年新春賀詞交歓会、パレスホテル東京で開催
第59回手術用メスの安全セミナー、宇都宮市で開催
第60回人工呼吸の安全セミナー、高松市で開催
[ シリーズ ] 医療機器発展の歴史を探る
日医工 創業100年企業の軌跡
第4回　武井医科光器製作所
医学と工学（光学）の「HUB」として存在したい

[ 会員企業紹介 ] 
手術用医療機器や内視鏡のリプロセス分野で
革新的な製品やサービスを提供
ASP Japan 合同会社

[ 最先端医療機器を探る]
TreMdevice トレンデバイス�  
一時的使用ペーシング機能付除細動器EMS-1052カルジオライフEMS
モニタリング機能も加え救命率向上に寄与
日本光電工業株式会社
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